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先
日
、
京
都
総
評
か
ら
京

教
組
へ
向
か
う
途
中
、
テ
レ

ビ
の
取
材
ク
ル
ー
に
「
こ
の

暑
さ
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」

と
聞
か
れ
ま
し
た
。「
四
条

大
橋
を
渡
り
切
り
、
四
条
京

阪
ま
で
た
ど
り
着
け
る
か
自

信
が
な
い
ほ
ど
で
す
」
と
答

え
た
あ
と
、
思
わ
ず
「
国
が

温
暖
化
対
策
に
後
ろ
向
き
な

の
が
一
番
の
問
題
で
す
」
と

付
け
加
え
ま
し
た
。

　

国
の
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
は
「
脱
炭
素
電
源

の
拡
大
」
を
掲
げ
な
が
ら
、

現
在
８
・
５
％
の
原
発
比
率

を
20
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
気
候
危
機
へ
の
対
策
を
口

実
に
し
た
原
発
回
帰
で
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

15
年
。
当
時
、
横
浜
の
大
学

に
通
っ
て
い
た
娘
を
、
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
す
ぐ
京

都
へ
戻
ら
せ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
事
故
処
理
は
い

ま
も
終
わ
り
が
見
え
ず
、
原

発
の
危
険
性
も
解
消
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

命
よ
り
も
大
企
業
の
利
益

を
優
先
し
、
原
発
回
帰
を
進

め
る
国
の
姿
勢
を
変
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
耳
触
り

の
よ
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
政
策
の
中
身
を
見
抜

き
、
声
を
上
げ
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。（
Ｎ
・
Ｔ
）

　

じ
っ
と
し

て
い
て
も
汗

が
噴
き
出
す

毎
日
で
す
。

も
は
や
エ
ア

コ
ン
な
し
で

は
、
暮
ら
し

て
い
く
こ
と

さ
え
難
し
い

暑
さ
で
す
。
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京
都
総
評
は
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
の
強
化
を
求
め
、

署
名
運
動
を
は
じ
め
、
労
働
局
へ
の
提
出
、
ア
ピ
ー
ル
行
進
、
京
都
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
で
の
意
見
陳
述
と
、一
連
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ
た
声

を
力
に
、
生
活
で
き
る
最
低
賃
金
の
実
現
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

る
、
記
録
す
る
、
事
後
介

入
）
を
学
習
。
職
場
で
起
こ

り
う
る
場
面
を
も
と
に
、
ど

の
よ
う
に
声
を
か
け
、
相
談

に
つ
な
ぐ
か
を
グ
ル
ー
プ
で

考
え
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
演

習
し
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
当
事
者
だ
け
に
解
決
を

委
ね
ず
、
周
囲
が
小
さ
な
違

和
感
に
気
づ
き
、
安
心
し
て

声
を
上
げ
合
え
る
関
係
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
各
職
場
で

も
学
び
を
広
げ
、
誰
も
が
尊

重
さ
れ
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

京
都
総
評
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
部
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
見
過
ご
さ
な
い
職
場
づ
く
り
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す

第
三
者
介
入
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

第
三
者
介
入
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

１万671人の署名を力に　― 審議会での意見陳述へ１万671人の署名を力に　― 審議会での意見陳述へ
生活できる最低賃金を生活できる最低賃金を

者
の
生
存
権
を
保
障
す
る
10

月
１
日
の
発
効
も
求
め
ま
し

た
。

　

海
藤
女
性
部
長
は
、
女
性

労
働
者
の
年
収
３
５
０
万
円

未
満
が
４
割
、
非
正
規
で
は

８
割
を
超
え
る
調
査
結
果
を

紹
介
。
女
性
が
多
く
働
く
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
ケ

低
賃
金
審
議
会
で
は
、
京
都

総
評
の
柳
生
剛
志
事
務
局
長

と
海
藤
巳
希
子
女
性
部
長
が

意
見
陳
述
し
ま
し
た
。
柳
生

事
務
局
長
は
、
京
都
で
若
者

が
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら

普
通
に
生
活
す
る
に
は
時
給

１
９
０
０
円
以
上
が
必
要
だ

と
指
摘
。
最
低
賃
金
２
０
０

達
成
も
２
０
３
０
年
代
前
半

へ
先
送
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
総
評
は
７
月
22
日
、

京
都
労
働
局
に
対
し
、
最
低

賃
金
を
た
だ
ち
に
１
５
０
０

円
、
さ
ら
に
２
０
０
０
円
へ

引
き
上
げ
る
こ
と
と
、
中
小

企
業
支
援
の
抜
本
的
強
化
を

求
め
る
署
名
１
万
４
９
９
人

分
（
紙
７
千
８
１
９
筆
、
オ

ン
ラ
イ
ン
２
千
６
８
０
筆
）

を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
に

先
立
ち
、
御
射
山
公
園
か
ら

京
都
労
働
局
ま
で
ア
ピ
ー
ル

行
進
を
行
い
、
物
価
高
か
ら

労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
る
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し

た
。
追
加
分
を
合
わ
せ
、
最

終
的
に
１
万
６
７
１
人
の
署

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
の
京
都
地
方
最

　

中
央
最
低
賃
金
審
議

会
は
７
月
28
日
、
２
０

２
６
年
度
の
地
域
別
最

低
賃
金
に
つ
い
て
、
全

国
加
重
平
均
で
55
円
引

き
上
げ
る
目
安
を
答
申

し
ま
し
た
。
目
安
額
は

Ａ
ラ
ン
ク
54
円
、
京
都

を
含
む
Ｂ
ラ
ン
ク
と
Ｃ

ラ
ン
ク
は
56
円
で
、
Ｂ

・
Ｃ
ラ
ン
ク
が
Ａ
ラ
ン

ク
を
上
回
り
ま
し
た
。

目
安
ど
お
り
な
ら
全
国

加
重
平
均
は
時
給
１
１

７
６
円
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
が

暮
ら
し
を
直
撃
す
る
な

か
、
こ
の
水
準
で
は
生

活
改
善
に
は
ほ
ど
遠

く
、
政
府
が
掲
げ
る
全

国
平
均
１
５
０
０
円
の

ア
労
働
の
低
評
価
や
、
子
育

て
・
介
護
を
担
う
た
め
非
正

規
雇
用
を
選
ば
ざ
る
を
得
な

い
構
造
が
、
女
性
の
貧
困
と

男
女
賃
金
格
差
を
広
げ
て
い

る
と
告
発
し
ま
し
た
。
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
は
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活
を

支
え
る
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
前
進
さ
せ
る
課

題
で
す
。

　

京
都
の
最
低
賃
金
は
現
在

１
１
２
２
円
。
目
安
の
56
円

増
で
は
１
１
７
８
円
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
京
都
総
評
は
、

署
名
に
託
さ
れ
た
声
を
力

に
、
審
議
会
が
目
安
に
縛
ら

れ
ず
、
生
活
で
き
る
賃
金
と

実
効
あ
る
中
小
企
業
支
援
を

一
体
で
答
申
す
る
よ
う
、
最

後
ま
で
運
動
を
強
め
ま
す
。

０
円
へ
の
引
き
上
げ
は
、
家

計
消
費
を
６
９
７
億
円
、
生

産
額
を
６
１
４
１
億
円
増
や

し
、
雇
用
を
４
万
４
１
１
２

人
誘
発
す
る
と
の
試
算
を
示

し
、
賃
上
げ
は
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
重
要

な
政
策
だ
と
訴
え
ま
し

た
。
同
時
に
、
補
助
金

や
社
会
保
険
料
の
事
業

主
負
担
軽
減
、
価
格
転

嫁
な
ど
、
中
小
企
業
へ

の
直
接
的
な
支
援
を
求

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

最
低
賃
金
の
地
域
間
格

差
を
な
く
す
全
国
一
律

制
度
の
確
立
と
、
労
働

ランク 都府県 答申額 現行額 引上げ額 引上げ率 目安 目安との差 発効予定日
Ａ 東京 1,280円 1,226円 54円 4.4％ ＋54円 ０円 10月１日
Ａ 大阪 1,231円 1,177円 54円 4.6％ ＋54円 ０円 10月１日
Ａ 愛知 1,195円 1,140円 55円 4.8％ ＋54円 ＋１円 10月１日
Ｂ 兵庫 1,172円 1,116円 56円 5.0％ ＋56円 ０円 10月１日
Ｂ 三重 1,143円 1,087円 56円 5.2％ ＋56円 ０円 10月１日
Ｂ 滋賀 1,136円 1,080円 56円 5.2％ ＋56円 ０円 10月３日

Ｂ 京都 審議中 1,122円 ＋56円

Ｂ 奈良 1,107円 1,051円 56円 5.3％ ＋56円 ０円 10月４日
Ｂ 和歌山 1,101円 1,045円 56円 5.4％ ＋56円 ０円 10月３日
Ｂ 宮城 1,098円 1,038円 60円 5.8％ ＋56円 ＋４円 10月１日
Ｃ 沖縄 審議中 1,023円 ＋56円

※愛知は千葉と並んでＡランクの最低額です。
※近畿のランク：大阪＝Ａ、京都・兵庫・滋賀・奈良・和歌山・三重＝Ｂ
※沖縄は高知・宮崎と並んでＣランクの最低額です。

2026年度　地域別最低賃金の答申状況

資料：『最低賃金改訂一覧2026』（京都総評作成）

近畿各府県と各ランクの特徴的な水準 | 2026年８月17日現在

　

京
都
総
評
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
部
会
は
８
月
８
日
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す

第
三
者
介
入
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
自

分
と
他
者
と
の
間
に
あ
る
目

に
見
え
な
い
境
界
線
「
バ
ウ

ン
ダ
リ
ー
」
を
学
び
、
相
手

の
意
思
を
確
認
し
尊
重
す
る

こ
と
が
安
心
・
安
全
な
関
係

の
土
台
で
あ
る
と
確
認
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
第
三
者
介

入
の
５
つ
の
方
法
（
直
接
介

入
、
気
を
そ
ら
す
、
委
任
す
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あなたの「推し」教えて！

健康のために
ラジオ体操を真剣に

梶川　憲京都総評

応募はこちらまで▲

　

背
骨
ち
ょ
っ
と
歪
ん
で
ま
す
ね

　

背
骨
ち
ょ
っ
と
歪
ん
で
ま
す
ね

と
健
診
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
せ
ら

と
健
診
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
せ
ら

れ
た
こ
と
、
整
体
師
に
毎
日
真
剣

れ
た
こ
と
、
整
体
師
に
毎
日
真
剣

に
や
る
と
意
外
と
体
幹
が
保
て
る

に
や
る
と
意
外
と
体
幹
が
保
て
る

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
真
剣
に
再

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
真
剣
に
再

開
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
。
お
か
げ
？

開
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
。
お
か
げ
？

で
健
診
は
マ
シ
だ
っ
た
し
、
整
体

で
健
診
は
マ
シ
だ
っ
た
し
、
整
体

で
は
安
定
し
て
い
る
と
…
ど
う
し

で
は
安
定
し
て
い
る
と
…
ど
う
し

て
も
戦
前
の
富
国
強
兵
と
重
な
る

て
も
戦
前
の
富
国
強
兵
と
重
な
る

が
、
元
は
か
ん
ぽ
の
健
康
体
操

が
、
元
は
か
ん
ぽ
の
健
康
体
操

で
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
全
体
主
義
的

で
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
全
体
主
義
的

だ
と
中
止
を
命
じ
た
こ
と
も
。
お

だ
と
中
止
を
命
じ
た
こ
と
も
。
お

国
の
た
め
で
な
く
、
自
分
の
健
康

国
の
た
め
で
な
く
、
自
分
の
健
康

の
た
め
に
新
し
く
な
っ
た
ラ
ジ
オ

の
た
め
に
新
し
く
な
っ
た
ラ
ジ
オ

体
操
は
、
蝉
の
声
と
ハ
ン
コ
の
思

体
操
は
、
蝉
の
声
と
ハ
ン
コ
の
思

い
出
が
、
い
ま
に
新
鮮
で
す
。

い
出
が
、
い
ま
に
新
鮮
で
す
。

「
人
勧
」は
、労
働
基
本
権

制
約
の
代
償
措
置

　

国
家
公
務
員
と
地
方
公
務

員
は
、
憲
法
第
28
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
労
働
基
本
権
の

一
部
が
剥
奪
さ
れ
て
お
り
、

争
議
権
や
団
体
協
約
を
締
結

す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
代
償
措
置
と

し
と
ら
れ
て
い
る
の
が
、
人

事
院
（
国
）
や
人
事
委
員
会

（
都
道
府
県
及
び
政
令
都
市

等
）
に
よ
る
給
与
等
に
関
す

る
勧
告
で
す
。

民
間
の
４
月
分
給
与
の
実

態
調
査
を
も
と
に
勧
告

　

人
事
院
・
人
事
委
員
会

は
、
毎
年
４
月
分
の
民
間
給

与
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
、
公
務
員
の

給
与
水
準
を
民
間
給
与
の
水

準
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
本

に
「
官
民
較
差
が
平
均
〇
〇

円
（
△
％
）
あ
り
、
引
き
上

げ
が
必
要
」「
一
時
金
は
〇

月
分
必
要
」
な
ど
の
勧
告
を

首
相
・
首
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
民
間
給
与
の
実
態
調
査

は
、
当
然
そ
の
年
の
春
闘
結

果
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
も
「
改
定
必

要
な
し
」
や
「
引
き
下
げ
」

の
勧
告
が
さ
れ
る
年
も
あ
り

ま
し
た
。
な
お
調
査
対
象
の

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
以
降
「
企
業
規
模
50
人

以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
労
働
組
合
側

か
ら
も
毎
年
強
く
企
業
規
模

の
引
き
上
げ
を
要
望
し
、
昨

年
か
ら
は
「
企
業
規
模
１
０

０
人
以
上
」
に
な
り
ま
し

た
。勧

告
、労
使
交
渉
、条
例
化

と
い
う
流
れ

　

民
間
給
与
実
態
調
査
は
、

人
事
院
と
人
事
委
員
会
が
協

力
し
て
行
い
、
対
象
の
事
業

所
の
２
割
程
度
が
無
作
為
抽

出
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

勧
告
時
期
は
概
ね
人
事
院
は

８
月
初
旬
、
京
都
市
人
事
委

員
会
が
９
月
、
京
都
府
人
事

委
員
会
が
10
月
頃
で
す
。
勧

告
内
容
で
給
与
が
自
動
的
に

決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
労
使
交
渉
で
確
認
し
、

条
例
化
さ
れ
て
決
定
と
な
り

ま
す
。（
勧
告
通
り
実
施
し

な
い
、
あ
る
い
は
値
切
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
）
な
お
、

民
間
給
与
と
比
較
す
る
時
点

が
４
月
分
給
与
な
の
で
、
基

本
的
に
は
４
月
に
遡
っ
て
の

改
定
と
な
り
ま
す
。

「
人
勧
」の
影
響

　

人
事
院
・
人
事
委
員
会
の

勧
告
は
、
民
間
給
与
の
水
準

に
合
わ
せ
る
と
い
う
趣
旨
で

す
か
ら
、
民
間
で
の
春
闘
結

果
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

同
時
に
、
勧
告
内
容
が
影
響

す
る
の
は
公
務
員
だ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
育
や
医
療
、

福
祉
、
保
育
な
ど
の
分
野
で

は
、
人
勧
内
容
を
参
考
に
し

て
給
与
決
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、

公
務
員
賃
金
を
参
考
に
し
て

い
る
中
小
企
業
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
官
民
の
給
与
は
無
関

係
で
は
な
く
、
お
互
い
に
影

響
を
及
ぼ
し
あ
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

京
都
総
評
は
、
官
民
総
が
か
り
行
動
と
し
て
、
８
月
４
日
の
早
朝
に
京
都
市
役
所
前
で

民
間
の
労
働
者
か
ら
「
公
務
員
賃
金
あ
げ
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
を
行
い
、
先
立
っ
て

７
月
31
日
に
は
京
都
総
評
と
し
て
人
事
委
員
会
へ
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
公
務
と
民
間

の
労
働
者
の
賃
上
げ
の
相
乗
効
果
へ
の
期
待
や
、
再
任
用
職
員
の
一
時
金
引
き
上
げ
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
に
よ
る
雇
止
め
を
な
く
す
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

公
務
員
賃
金
の
し
く
み 

～
人
勧
闘
争
と
は
な
に
か

官
民
総
が
か
り
行
動 

人
事
委
員
会
申
入
れ

【
京
都
総
評
緊
急
議
長
声
明
】

北
陸
新
幹
線
・
与
党
整
備
委
員
会
の
合
意
に
抗
議

府
市
民
不
在
の「
桂
川
ル
ー
ト
」合
意
は
撤
回
を 2026教育全国署名京都スタート集会

京都教職員組合執行委員長　近江 裕之

少人数学級前進！教育費無償化！少人数学級前進！教育費無償化！

　

８
月
９
日
、
京
都
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
２
０
２
号
室
と

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
で
「
２
０
２

６
教
育
全
国
署
名
京
都
ス
タ

ー
ト
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
に
22
人
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
で
10
人
の
32
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
催
団
体
の
一
つ
で
あ
る

「
子
ど
も
と
教
育
・
文
化
を

守
る
京
都
府
民
会
議
」
共
同

代
表
の
梶
川
憲
京
都
総
評
議

長
の
開
会
挨
拶
、
京
教
組
委

員
長
・
近
江
の
基
調
提
案
の

後
、
市
教
組
組
合
員
で
も
あ

る
奥
村
久
美
子
全
教
事
務
職

員
部
長
に
「
学
校
の
お
金
の

話
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
就
学
援
助
制

度
の
概
要
や
課
題
、
長
年
の

交
流
で
は
、「
子
ど
も
と
教

育
・
文
化
を
守
る
会
」
を
結

成
し
て
長
年
署
名
に
取
り
組

み
、
数
々
の
要
求
実
現
を
勝

ち
取
っ
て
こ
ら
れ
た
綴
喜
・

八
幡
市
の
取
り
組
み
や
、
給

食
無
償
化
を
運
動
に
よ
っ
て

勝
ち
取
っ
た
新
婦
人
の
会
長

岡
京
支
部
や
よ
り
豊
か
な
学

校
給
食
を
す
す
め
る
会
の
取

り
組
み
、
東
吉
祥
院
公
園
の

今
後
と
給
食
セ
ン
タ
ー
問
題

を
考
え
る
会
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
、
昨
年
度
の
府
議

会
へ
の
教
育
署
名
が
、
府
議

会
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
成
宮
真
理
子

府
議
会
議
員
か
ら
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
、
近
江
よ

り
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
、

11
月
ま
で
様
々
な
取
り
組
み

を
行
い
、
よ
り
多
く
の
署
名

を
集
め
よ
う
と
提
起
し
決
意

を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど

も
達
の
為
に
し
っ
か
り
お
金

を
使
い
、
そ
の
子
ど
も
達
が

豊
か
な
教
育
・
生
活
を
通
し

て
成
長
し
、
次
の
よ
り
良
い

社
会
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
、
み
ん
な
が
豊
か
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
地
域
で

社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

運
動
で
勝
ち
取
っ
た
小
学
校

給
食
無
償
化
へ
の
軌
跡
と
課

題
な
ど
、
み
な
が
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
話
を
軽
妙
な
語
り
口
で

縦
横
無
尽
に
お
話
し
い
た
だ

き
、
会
場
か
ら
は
、
驚
き
の

声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
行
わ
れ
た
活
動

近江氏

　

自
民
党
・
維
新
の
会
の
与
党
整
備
委

員
会
は
７
月
15
日
、
北
陸
新
幹
線
延
伸

を
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
の
「
桂
川

ル
ー
ト
案
」
で
進
め
る
と
合
意
し
ま
し

た
。
京
都
総
評
は
翌
16
日
、
府
市
民
や

地
元
自
治
体
、
議
会
の
懸
念
・
反
対
を

無
視
し
た
密
室
政
治
だ
と
し
て
、
合
意

の
撤
回
と
「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
の

断
念
を
求
め
る
緊
急
議
長
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。
京
都
市
議
会
は
市
内
を
通

る
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
に
反
対
を
表
明
し

て
お
り
、
沿
線
自
治
体
の
同
意
も
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
費
用
便
益
比
は
０
・

５
に
と
ど
ま
り
、
地
下
水
へ
の
影
響
や

残
土
に
よ
る
環
境
汚
染
、
５
兆
円
を
超

え
る
建
設
費
と
自
治
体
負
担
な
ど
へ
の

懸
念
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
京
都
総
評

は
、
府
知
事
と
京
都
市
長
に
も
、
一
刻

も
早
く
計
画
へ

の
反
対
を
表
明

す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

声明全文は
QRコードより

MY
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